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令和５年度総合教育会議 

 

日 時  令和５年１２月８日（金）午後３時００分～午後５時００分 

場 所  役場庁舎３階委員会室 

出席者  蘭越町長      金  秀 行 

     蘭越町教育長   小 林 俊 也 

     蘭越町教育委員  西 澤 雅 明 

     蘭越町教育委員  及 川 かをり 

     蘭越町教育委員  西 元 裕 子 

説明員  教育次長     梅 本 聖 孝 

     学務課主幹    山 本 和 教 

     生涯学習課主幹  上坊寺 一 夫 

     スポーツ課主幹  滝 口 和 則 

     花一会図書副館長 小 林 勝 司 

     給食センター長  屋 敷 広 美 

 

欠席者  蘭越町教育委員  髙 橋 浩 之 

 

 

１ 開会  梅本教育次長 

 

２ 町長挨拶 

 １２月に入り大変お忙しい中、令和５年度の総合教育会議に御出席いただき、誠にありが

とうございます。そして教育委員の皆様には日頃から本町の学校教育、社会教育につきまし

て、色々と御指導をいただき、本町の教育行政の推進に御尽力いただいておりますことに心

から感謝を申し上げます。 

 今年、町では春先から順調に推移して農作業についても、御承知のとおり６月の２９日に

湯里地区で水蒸気噴出事故があり、終息までのその間、２カ月間、蘭越町が全国的に報道さ

れました。今はＳＮＳの時代ということもあり、白い川と蒸気が毎日のように取り出さざれ

蘭越町内全てが汚染されたかのような報道がされました。そのような中でも生産者の皆様が

本当に頑張ってくれ、結果的には非常に良い農作物の収穫ができたところです。特にお米に

ついては、先般の「米１グランプリ」、全国３８０品、今年最多の出品があった中で、決勝進

出３０品の中に蘭越町の生産者の方が５名入るという結果となりました。本当にすばらしい

生産者の方の努力があったと感じております。農作物につきましては、未だ風評被害もあり

ますが、色々な関連する企業・団体から蘭越町を応援しようと、とても暖かい言葉をいただ

いて、農作物についてはすばらしい結果が、更に蘭越町のお米はブランド米だという位置づ

けとしてくれていることに感謝をしているところです。 

 秋口から新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、色々な行事、イベント、会議も開催

されております。教育委員会会議で報告があったと思いますが、現在、インフルエンザと併



- 2 - 

せ、新型コロナウイルス感染症の感染も報告されております。学級閉鎖などの対応もありま

すので、今後もしっかりと感染症対策を取らなければならないと考えております。 

 今回、委員の皆様におかれましては東北地方に視察研修をしていただき、また、蘭越高等

学校が念願の海外修学旅行、台湾に行き、先般、青少年健全育成大会の時に生徒から話を聞

きましたが、「パスポートを取るだけでも、すごくワクワクした。」という言葉を聞き、本当

に良かったと思っているところです。 

 それと併せまして、今年は猛暑となったことから、子ども達は苦労したことと思います。

蘭越町内においても３５度近くなり、この様な気候に対する対策もきちんと取って行かなく

てはならないということで、９月の議会に全町の幼稚園、保育所、小学校、中学校、全てに冷

房設備を設置するということで、議会に報告をしております。ただ、施設によっては、直ぐ

に設置をできるところもあれば、大きい施設は設計が必要になります。蘭越小学校は設計が

必要になりますし、蘭越中学校は改修を行うこともあり、それらの施設への対応は、数教室

を先行して設置し、暑さ対策を取って行きたいということで進めております。多額の工事費

が掛かるということもありますが、未来を担う子ども達の為にも行った方が良いと、議会の

方でもご理解をいただいておりますので、基金などを活用しながら進めていきたいと考えて

おります。 

 この教育総合会議は今年で９回目になります。蘭越町の教育課題を町長と教育委員が共有

を図ることと、意思疎通を図ること、それらのことによって教育施策の方向性を一致させて

執行に当たることができるという、大変、重要な会議であります。本日は来年度予算や教育

委員会が抱える課題についてを協議し、委員の皆様から色々な意見をいただきながら有意義

な会議としたいと考えておりますのでよろしく申し上げまして開会の御挨拶とさせていただ

きます。 

 

３ 教育長挨拶 

 本日、金町長にはご多用のところ総合教育会議を開催いただきまして、ありがとうござい

ます。また、教育委員の皆様におかれましては、大変、お忙しい中、出席をいただきましてあ

りがとございます。 

 先程、町長からもありましたが、本年度は教育委員の道外視察をさせていただきました。

非常にレベルの高いＩＣＴ教育に直に触れることができました。今後、本町の教育に活かす

ように努めていかなければならないと思っているところです。 

 教育行政も非常に複雑化しておりますし、また、施設改修もございます。色々な課題が多

い中で、来年度に向けての取組、対策ができればということで、１２月という忙しい時期に

参集していただいたという所です。この総合教育会議を通じまして、町長と共に「教育」を

考え、より充実した場としていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

本日は折角の機会ですので、今後の教育行政に反映されるよう忌憚のない御意見をお願い

いたしまして、御挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

４ 協議調整事項（梅本教育次長説明） 

（１）教育委員会の当面する主な課題について 

  ・ＩＣＴ環境の整備について 
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  ・学校と地域の連携・協働について 

  ・令和６年度教育費予算について 

 

■ＩＣＴ環境の整備ついて 

（金町長）事務局から当面する課題として説明がありました。課題はこの他にも沢山あると

は思いますが主なものという事で３点に絞っております。御発言がありましたらお願いい

たします。 

 

（西澤委員）１１月６日から８日、教育委員研修に行かせていただきありがとうございまし

た。先進地である東北の学校の授業を見せていただきましたが、ＩＣＴが十分に活用され

ておりました。我が町の授業風景と比べると「全然違う」と感じました。全国学力学習状

況調査の結果は、その分析を行っておりますが、授業においてタブレットパソコンの使用

時間が全然違うと思いました。昔は対面授業が主でありましたが、今はそれがグループで

協議をしながら進めて行く、そういった授業形態になっています。現在、一人一台の端末

が付与されていますが、それをもっと活用できれば良いと感じています。視察先の学校は

学力調査の結果が高いということでしたが、それがＩＣＴの活用方法とどの様に関連する

のかは分かりません。しかし活用の仕方一つで学力が上がるのであれば、その方法を考え

る必要があると思います。 

  また、教室の机の並べ方も違っておりました。先生との対面式ではなく、グループワー

ク形式です。そういった授業形態もあります。子ども達、一人ひとりが互いに考えたこと

を発言していく、考える力をどう養うか、そういった授業でした。 

  同じ国の中でも、教育の方法は違うのだと思いました。 

 

（金町長）西澤委員からＧＩＧＡスクール構想におけるタブレット端末学習についてお話を

いただきました。視察先の先進地の学校と本町教育との違いという部分でありますが、具

体的な問題点は何処になるのでしょう。 

 

（及川委員）教育委員学校訪問などで、中学校体育の授業でバレーボールの様子を子ども達

が録画し、録画した画像を見ながらその改善点を話し合う、そういった授業を見たことが

あります。先生たちが学習機材をどのように活用するかという場面は見ておりましたが、

秋田県での委員視察研修では、例えば体育の鉄棒、逆上がりでは手に血豆ができるくらい

練習をして感覚を掴んでいたという時代から、逆上がりができない様子を画像で見ること

で、より短時間で目標に近づける、そういった使い方をすれば本人も分かりやすく短時間

で理解できる、それに指導者も対応していかなくてはならないのです。新型コロナウイル

ス感染症対策としても一人一台のタブレット端末が整備され、遠隔授業も浸透してきてお

ります。感染症が収束すればタブレット端末は教材の一つとして取り入れていくことにな

りますが、積極的にどんどん使っていくためには、先生、自らがタブレット端末を使いこ

なせていなければなりませんし、そのための研修は必要です。校長先生に任せるのではな

く、町が「子ども達をこの様に育てたい」という目標達成のために、どのツールを使って、



- 4 - 

子ども達にこの様な関りをしてくださいといった主導権を握っていても良いと思うのです。

視察研修で拝見した秋田県における学校経営を見て衝撃を受けましたが、それぞれの先生

にも得意、不得意があり差があるのかもしれませんが、そのような事に左右されないよう

な仕組みづくりを教育委員会で指導していくことが必要だと思うのです。現在の蘭越町で

の指導、タブレットの活用方法では、この先がどうなるか心配をしています。 

 

（金町長）「機械」と捉えてしまっては、それを得意とする人、苦手な人の差はありますし、

年齢を重ねることで使いこなせなくなるということも出てきます。逆に子ども達は覚えが

早いということもあります。タブレット端末を「教育」に使って行くということになれば、

先生が子ども達にタブレットの面白さや活用方法を教えてあげることによって、子ども達

が授業を楽しんで学習を進めて行けるようになれば一番良いと思うのです。口ではそのよ

うに言えますが、ＩＣＴの活用は始まったばかりと言えますので、足りていない部分はあ

るのでしょうね。 

 

（小林教育長）本町だけではなく、全道的にも遅れていると思います。その様なこともあり、

先生方も危機感が無いのです。秋田県、青森県ではＩＣＴを活用した授業において、子ど

も達の授業への集中、授業のテンポが全然違うのです。子ども達も気持ち良く授業を受け

ることができ、集中している。本町と比べると、ＩＣＴ機器の使い方もそうですが、教室

の環境も違います。昔は使える先生だけが電子黒板を整備してほしいと要望していました

が、先進地では教育委員会主導で整備し、それを使って行く、先生たちの意識レベルも高

く、どの先生の使いこなしておりました。そういった環境整備も必要でありますし、校長

の強いリーダーシップにもかかってきます。それを教育委員会が後押しすることが必要な

のだと思うのです。他の町の子ども達を見ることは、本当に楽しいものでした。 

 

（金町長）今の時代、熱い情熱を持った先生が少なくなってきているのかもしれません。働

き方改革もあります。蘭越町の教育をこの様な形で進めてほしいのだという中で、これか

らはＩＣＴの活用はどんどん進めて行かなければなりませんし、それに子ども達もついて

行かなくてはなりません。 

 

（小林教育長）秋田県の視察では、小学２年生のタイピングがとても上手で驚きました。本

町とは全く違いました。 

 

（及川委員）大きく違っていたのは、本町では教科書と同じものをプロジェクタに写し、子

ども達は教科書とプロジェクタを見ながら、ノートを取って、大忙しの授業です。電子黒

板とタブレット端末を使った授業ですと、机の上もすっきりしていますし、子ども達も集

中できます。子ども達もそういった授業の流れに慣れていて、どの学年においても先生の

教え方にばらつきがありません。先生が違っていても流れに統一性のある授業をしている

ので、どの学年の子も隔たり無く授業の流れに乗っている、そういった風景が印象的でし

た。本町の場合は、上手にプロジェクタを活用できる先生もいれば、活用してほしいと思

う授業でもそうではないものもあります。プロジェクタを使用しながらも、板書をさせる、
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そういった授業では先生の話を聞く暇もないような授業もあります。今のままでは「ゆと

り」のあるコンパクトで効率的な授業は行えないと感じています。 

 

（金町長）先生方のスキルの部分、それを先生方に任してしまっては駄目ですし、教育局で

研修は行われていないのですか。 

 

（小林教育長）行われておりますが、道自体が遅れている、本腰を入れていない、機材に補

助がなく各市町村間で差が出てくるということがあります。財政状況よい自治体は電子黒

板等の機材が導入されていますが、それを使いこなすためには校長先生のリーダーシップ

や教員のレベルアップが必要です。 

 

（金町長）教育委員の皆様が視察研修で感じたことを本町に少しでも還元していただくため

には、どこから手を付けることで、子ども達の身になって行くのでしょうか。先生に研修

をさせるだけでは成果はでないと思うのです。 

 

（西元委員）私が教育委員になった時にギガスクール構想で一人一台のタブレット端末が整

備されましたが、国からの指示で導入しても、うまくは行かないと思っていました。導入

しても使いこなすことができなければ、結局、無駄なものになってしまいます。導入から

２年が経過し、先生方も努力はしてくれていると思います。国も与えるだけ与えて、この

ように活用しなさいという手助けは少なく感じます。東北への視察研修に行かせてもらい、

本町、本道とは全く違うと思いました。どのようにタブレット端末を使うのか、系統立て

て教えているのです。やみくもに使いなさいではないのです。この部分を伸ばしてあげる

ために、このソフトウェアを活用するというイメージが学校にも先生方にもあって、その

方針の基に授業を進めていると感じましたし、ＩＣＴに詳しい方も必要だと思いました。

先程、研修のお話もありましたが、ソフトの使い方の研修ではなく、実際の授業にどのよ

うに使うかといった研修をもっと実施しても良いと思うのです。 

 

（金町長）現在、国、総務省では「アドバイザー制度」がありまして、ＩＣＴに精通する国の

職員が登録されているはずです。そういった方を活用するということもできると思うので

す。 

 

（小林教育長）文科省にもＤＸ推進アドバイザーがおります。今回、視察させていただいた

青森県八戸市の石井教頭先生は、文科省の委員やアドバイザーをされておりまして、ＩＣ

Ｔに精通した方です。その方にオンライン会議で研修をしていただきたいと考えておりま

す。 

 

（金町長）オンライン会議は便利ですが、生の声を聴くことも有意義だと思うのです。 

 

（小林教育長）確かに熱量は直に伝わります。 
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（金町長）そのような所から、意識付けをするためにも仕掛けて行くことも重要です。 

 

（西元委員）説明の文書を読むだけでは伝わりません。生の声で伝えてもらうことが大切だ

と思うのです。説明の資料も秋田県の物はとても分かりやすいものでした。 

 

（金町長）国の制度、期限が決められた中で、補助金を活用し一人一台のタブレット端末を

整備したものですが、その後の活用方法については中途半端になっているように感じます。 

 

■学校と地域の連携・協働について 

（西元委員）コミュニティスクール、学校運営協議会についてですが、私が教育委員になっ

た時は全く分かりませんでしたが、これも文科省、道教委から組織しなければならないも

のだということで、本町でも組織されています。発足時にはパンプレットを貰っていまし

たが、中々、理解することが難しいものでした。秋田県での教育委員研修の中で、地域学

校共同推進員の方のお話を聞き、学校経営に活用されているのだと分かりました。その部

分が本町と違うところであるとも感じました。コミュニティスクールの協議会だけでは展

開していけない所を担うのが推進員であって、その方の役割が重要であり、無くてはなら

ないものだと思いました。 

 

（上坊寺生涯学習課主幹）コニュニティスクールの担当は来年度から学務課から生涯学習課

に代わります。昔は地域と学校は互いに協力し合い学校運営を進めておりましたが、不審

者等の問題もあり、それぞれ個々が活動する形となりました。また、国、道が進めていた

社会教育主事の市町村派遣を活用し、その方が地域、学校、行政を繋ぐ役割を担っていま

した。現在、その派遣制度は無くなり、それに代わる制度がこのコミュニティスクールだ

と思います。来年度、コミュニティスクールのコーディネーターを配置することとしてお

りますが、道教委が目指す学校を拠点した活動を展開してほしいという事が目的の一つに

あります。学校の活動を盛んにするために、もっと学校と地域の方々との連携を念頭にお

いて展開してほしいというものです。本町は昔から地域と学校は連携が取れていたと思い

ますが、この制度の枠組み、コーディネーターを配置し取り進めて行きたいと考えており

ます。 

 

（金町長）現在、社会教育主事の派遣は受けることができないのですね。 

 

（上坊寺生涯学習課主幹）そのようになります。 

 

（小林教育長）コーディネーターについては、来年度から配置できるよう調整を行っており

ます。現在、コミュニティスクールでは学校の方針や評価を行っているだけです。校長も

会議を行ってくれるのですが、地域が何を求めているか、学校が何を求めているのか、お

互いに分からない状態であります。その反面、学校本部地域支援事業は機能しているとい

う状況もありますので、それらを一つにして学校が地域に支援してほしいこと、地域が学
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校に求めることを繋げる、橋渡しをする人材が必要なのです。学校のことも把握し、地域

のことも分かる人材でなければ、この職務を遂行していけませんので、その職に当たる人

材採用について調整を行っています。それと併せ総合学習もメニューが沢山ある割にはで

きていない事もあり、そのような部分も併せて総合学習の見直しを地域の力を借りながら

展開して行ければと考えております。来年度はそれを大きな柱の一つとしたいと考えてお

ります。 

 

（金町長）先日、小学校の学習発表会を拝見しましたが、以前とは様変わりしていてびっく

りしました。その中でも支援員をされている先生の働きに驚かされたのですが、その方が

コミュニティスクールのコーディネーターを担っていただけるのであれば上手く展開して

いけると思います。 

 

（及川委員）コミュニティスクール構想について沢山の資料をいただいて勉強させていただ

きましたが、組織ができたけれどうまく動いていない。例えば、校長先生は短期間で異動

してしまいますが、学校運営というのは継続しており、校長先生によって学校の雰囲気が

変わりますし、学校でやりたいことも変わります。それを子ども達は当たり前のように受

け入れてきておりますが、地域との連携を図る、例えば英語に精通した人材がいるとする

なら、それをコミュニティスクールに繋げて行くことが、まず初めに行なわなければなら

ない取組だと思うのです。校長先生に学校運営の全てを任せるのでは駄目だと思うのです。

校長先生が替わってもコミュニティスクールの運営委員会が継続していれば、スタンスが

変わらず、学校の目指す姿がブレません。それを学校にアドバイスする体制を築ければ、

とても意義のあるコミュニティスクールになると思うのです。地域の農家に行きお米を作

ったり、トマトを作ったり、竹細工を作ったりすることは、コミュニティスクールができ

る前から学校と地域が連携して取り組んでいたことです。これまでは子ども達の親戚に先

生がお願いをし、お米の収穫などをさせていただきましたが、先生が替わったとしてもこ

のコミュニティスクールが機能していれば、何も問題がなく授業を展開していけるのです。

これまでやってきたこと、これからやりたいこと、すべきことを繋ぎ合わせてもらう事か

ら始めなければなりません。蘭越町として蘭越町の子ども達にどんなことを体験させたい

か、住民側から学校へ提案できる体制を築いていくというのが第一歩だと考えております。

校長先生がコロコロ代わる中で構想をまとめて行くことは大変ですのでコーディネーター

となる方の力を借りて纏めて行く、それを継続してほしいと思います。 

 

（金町長）コーディネーターを担う方は、当然、適任の方だと思いますし、先生に任せきり

では駄目だと思います。町として、どんな目標を立て、そのように事業展開していくか、

それに対してコーディネーターの力を借りて、関係する方の御協力をいただき、子ども達

に色々な事を体験させる、それは非常に良いことだと思います。私は「出前講座」という

取組を行っておりますが、子ども達は純粋できちんと話を聞いてくれます。私でなくても、

町に在住する昔のことをよく知っている方からお話を聞くことも良いと思うのです。色々

な話を聞いてもらい、将来、蘭越町から離れることがあったとしても、ふるさと「蘭越」を

思い出してもらえれば良いと思っています。町長の話だから聞くというのではなく、教育
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の一環に組み込んでもらった中に、この「町長講話」があればと思うのです。「貝の館」の

山﨑係長はとても貝に詳しいし、地球温暖化についても詳しいです。子ども達に伝えられ

ることが沢山あると思いますし、そうするよう話をしております。 

 

（小林教育長）転入教職員の町内視察研修では「貝の館」を見学するようにしておりますが、

先生自体が「貝の館」の活用方法を図りかねているのだと思います。「貝の館」を学習で活

用するとした場合でも、町のことを理解している人材が橋渡しをしなければ、中々、活用

を拡大していくことは難しいと思うのです。 

 

（西元委員）先日、開催されたＰＴＡの研修会においてもコミュニティスクールのお話が講

師からありました。とても分かりやすいお話で、その講師が話していたのは、「最初からお

任せするのではなく、立ち上げは教育委員会が関与した方が良い」とのことでした。それ

が総合学習でできそうな項目を提案するといったことは、教育委員会ができることだと思

いました。 

 

（小林教育長）研修会は非常に分かりやすいものでした。 

 

（西澤委員）コーディネーターをお願いしようとしている支援員の先生は、自分で採取した

青虫などを理科の授業で教材として提供しています。以前は稲の花が咲く時期にクラス全

員で私の田んぼに来て稲の花を観察したりしていました。いくらＩＣＴが発達したとして

も、そういったことも大事だと思うのです。疑問に思うのですが、校長先生が替わると教

室の掲示物が変わることがあります。校長のカラーを出したいという思いがあるかもしれ

ません。教室内をすっきりさせ勉強に集中させたいという意図があるのかもしれませんが、

やりすぎのような気もするのです。 

 

（及川委員）校長先生が支援員としてクラスに携わることで、学習の進捗を確認するといっ

た所に頼ってきた部分があると思います。しかし校長先生が異動されてきた時は、新たな

気持ちで赴任されていると思いますし、独自にやりたいこともあると思います。その中で、

譲れない部分を先生につたえる場がこれまで無かったのだと思います。これからはコミュ

ニティスクールの推進員がそういった譲れない部分の線引きを行わなければならないと思

います。 

 

（金町長）校長会、教頭会が月１回開催されていると思いますが、その会議において教育委

員との懇談は無いのですか。 

 

（小林教育長）年２回の学校訪問の後に教育委員と校長先生が話す場があります。 

 

（及川委員）５，６年前までは６月に親睦パークゴルフ大会というのもありました。 

 

（金町長）もっと懇談する場を設定しても良いのではないですか。近年は新型コロナウイル
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ス感染症もあり、中々、できなかったと思いますが、そのせいもあってそのような集まり

が行われなくなっています。校長会、教頭会、教育委員の懇談の場は必要だと思いますし、

私も参加したいと思います。 

  教育委員の皆様が普段から持っている学校に対する思い、学校の先生の思いを擦り合わ

せながら進めて行かなければならないのでしょうか。 

 

（及川委員）蘭越小学校は今年４月に教頭先生が替わり新体制で来ており、不安な部分もあ

りました。そのような事は、これからも想定されますので、引継ぎをスムーズに行うため

にもコミュニティスクールの推進員に力を借りる必要が出てくると思うのです。 

 

（金町長）コミュニティスクールの委員も交えて懇談するも有効かもしれません。話をする

中で、お互いに理解ができたり、連携が図られたりすると思います。 

 

（西澤委員）青少年健全育成、スポーツ少年団、地域の子供会についてですが、地域に住む

子供の数が減り、昔と比べ子供会の活動が無くなっているように感じます。子供会は地域

の活動に参加したり、ボランティアをしたり、夏休みにみんなで遊びに行ったりと、子ど

も達のコミュニケーションの場、先輩後輩との繋がりがあってとても良い活動だと思いま

すが、だんだんとその組織が小さくなってきています。その小さくなった子供会を束ねる

組織があればと考えております。現在は地域で子ども達を育てようと言われておりますが、

不審者への対応もあり、簡単ではありません。他人の子供を怒ることもできません。青年

の集う場所、そういった場所を提供する組織も無くなっています。我々のような農業者に

おいては後継者の問題もあります。 

 

（金町長）子供会の実態はどのようになっていますか。 

 

（上坊寺生涯学習課主幹）それぞれの地区で子供会を組織しておりますが、一部の地区を除

き、自主的、活発的な活動は行われていないというのが実態です。夏休みのラジオ体操、

祭りのお神輿などの活動は行われておりますが、平日はスポーツ少年団活動や塾に通って

いるというのが実態です。町の子供会主催の事業においても年２、３回企画をし、実施し

ておりますが、参加する子供は年々減ってきております。参加者の減少の要因として、小

学低学年については保護者同伴をお願いしているということもあるかもしれません。保護

者の都合によって参加できていない子もいると思われます。 

  また、青年を対象とした事業についてですが、今の若者は団体を組織して何かを行うと

いったことが苦手のような気がします。気の合う仲間だけで集まりたいという傾向がある

と思います。これについては管内の町村も同様の傾向にあるようです。 

 

（西澤委員）ファッション、流行と同様に同じことを繰り返すのではないかと思います。青

年の集いにおいても、昔はそんな事は必要ないとされた時代もありましたし、大事だとさ

れた時代もありました。ゲームやパソコンというのも分かりますが、それ以外にも、どん

なに時代が進んでも、小さい子供は外で遊ぶことが一番大事だと思いますし、青年であれ
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ば話し合うという事が大事だと思うのです。そういったものが段々と無くなってきている

と思うのです。 

 

（金町長）伝統芸能という中では、今、目名地区では二つの神楽が復活を遂げていますし、

昆布地区の渓流太鼓の活動も盛んです。もう少し皆がやれる伝統芸能があればと思ってい

ます。共和町のでは豊稔太鼓へ参加する方が沢山います。上坊寺主幹が、先程、説明して

いましたが、スポーツ活動も良い活動だと思います。それと併せ伝統芸能を活用しながら、

子ども達が集まってできる活動もできれば良いと思っています。 

 

（西元委員）今の若者が集いたくないというのは、その背景として教育にあると思います。

これから育っていく子ども達には、ふるさと「蘭越」を好きになってもらい、「蘭越」に集

まってもらえるような教育を行うことができれば、町外の高校、大学に行ったとしても蘭

越に戻ってくる子ども達が増えると思うのです。そのような努力も必要だと思うのです。 

 

（金町長）札幌市や各地区で蘭越町から旅立った人達を対象に、「ふるさと交流会」を実施し

ていました。以前は沢山の人が集まりましたが、今は実施しようとしても人数が集まらず、

開催できないといった状況です。各学年に一人は本町にいらっしゃいますので、一回位は

集まる機会、蘭越町のことを話し合える、そういう場を、是非、持ちたいと思っています。

集まった時には「昔はこうだった。蘭越はこうだった。」と話の場ができるのですが、それ

まで持っていくのが非常に難しいのです。幹事をお願いしても、それぞれの仕事がありま

すので断られてしまいます。そのようなことから「ふるさと交流会」もすっかり固定化さ

れてしまっており、これじゃ駄目だと思っています。高齢化も進んでいることも理由の一

つではありますが、「らんこし」を好きになってもらったり、「らんこし」に興味を持って

もらったり、そのような事をこれからもっと出来たら良いなと思っているのです。 

 

（西澤委員）先程の郷土芸能の話になりますが、港の沖揚げや、豊国の大南部神楽は、今や

後継者がおらず、もったいないと思っています。一度、途切れてしまうと復活させること

は難しいです。 

 

（及川委員）私は町外から蘭越町に引っ越してきたのですが、盆踊りが生演奏だったことに

驚きました。三和太鼓は有志の方一人で頑張って行っています。一人は可哀そうだと思い

ますが、三和地区の方でなければ後継しては駄目なのかという思いもあります。盆踊りの

笛、太鼓にしても、演奏されている方が高齢になっていて辛そうだなと拝見しています。

祭礼事なので、後継者を選定するが難しいということもあるかもしれませんが、無くなっ

てしまうことはもったいないと思っています。 

 

（金町長）本当にそう思います。商工会の踊山も、あれだけ伝統があるものは本町独自です。

踊山だって笛、太鼓が生演奏ですから、それを教える人、費用面を考えると本当に大変だ

と思います。昔から続く伝統を守り、続けて行くという事の大切さは計り知れません。子

ども達が興味を持つようになってくれれば良いなと思っています。 
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■令和６年度教育費予算について 

（梅本教育次長内容説明） 

 

（金町長）只今、令和６年度の教育費予算における事業の説明がありましたが、１２月には

予算査定が行われます。そうした中で御意見、御質問、日頃感じている教育関連の要望が

ありましたらお聞かせください。 

 

（金町長）エアコンに関しましては、昆布小学校は来夏に間に合うように進めていると思い

ます。 

 

（小林教育長）文部科学省の補助金交付決定がなければ進めることができません。建設業に

おいても工事を行うための人材を確保することが難しいようです。そのようなことではあ

りますが、夏休みが終わる日までに工事を完了させたいとは思っており働きかけをしてお

ります。交付決定の時期によっては厳しい状況になってしまいます。設置場所や方法を考

えながら進めて行かなくてはなりません。 

 

（金町長）中学校は大規模改修と併せて空調設備を設置するということで進めています。 

 

（小林教育長）保健室への仮設置等も考えてはいますが、工事を担う人材が不足していると

いう事で工事の遅れが懸念されます。 

 

（金町長）北海道においても猛暑となり、どの自治体でもエアコンの整備が予定されていま

す。大きい自治体は窓に取り付けるスポットクーラーを設置するところもあるようですが、

効力はあまりありません。効力がないスッポトクーラーを設置するよりは、今後の使用を

見込みきちんとした物を設置しようと考えています。莫大な予算が必要になると思ってい

ます。中学校の大規模改修も大事業となり、基金を使わなくてはならないと考えておりま

す。学校へのエアコン設置は来夏に間に合ってくれればと思っていますし、間に合わない

としても、きちんと整備したいと考え進めているところです。また、ＬＥＤ照明について

も併せて進めて行こうと考えております。 

 

（西元委員）先程のＩＣＴのお話に関連するのですが、先生達への研修も必要だとは思いま

すが、実際に使える電子黒板が無ければ研修も意味がありません。 

  この議題には入っていないのですが、教育委員の研修を今年度させていただきましたが、

大変、勉強になりました。来年度も、是非、道外視察の予算措置をしてほしいと考えてお

ります。 

 

（金町長）私も職員には、色々な研修を受けてほしいと思っています。各課から１名づつ出

してもらい、テーマを決めて道内の優良町村に研修に行く。その成果を他の職員に還元で



- 12 - 

きるように報告会を行う。目で見て感じるということは、非常に大事なことだと考えてお

ります。 

 

（梅本教育次長）今回、教育委員会初めての道外研修をさせていただきました。当初は４年

に１回という案もありましたが、西元委員からの御意見もありますので、２年に１回位の

ペースで実施できれば良いと考えております。 

 

（金町長）昨年の町長予算査定においても、委員の研修は必要であると話をしておりました。

今回、視察研修を実施し、委員の皆様が思う、感じる部分があるのですから、そこを教育

行政に取り入れ、進めて行ってほしいと思うのです。本町と先進地の違いは視察した委員

の皆様が一番よく分かっていると思いますし、その感覚が大事な部分だと思います。道内

であれば車の運転は職員が交代しながら運転し目的地まで行けます。 

 

（小林教育長）道外の状況を見ることは、大変、刺激になります。 

 

（西元委員）職員の方が視察に行けるのが一番良いと思います。直接見ることが大事だと思

います。県をまたぐと、そのカラーが変わります。 

 

（西澤委員）道内の視察であっても、１泊であれば大変になります。 

 

（金町長）色々な事を見て、そこでの出会いもあって、その方々との協力の中でできること

もあると思います。 

 

（及川委員）学校給食費についてですが、令和５年度における物価高騰の影響からの不足分

については、給食の内容を維持するために町予算の補正をお願いしたところですが、令和

６年度予算においても景気の動向、食材費の高騰がいつまで続くか分からないという状況

の中で、保護者から徴収する給食費は据え置きで予算要望させていただきました。そうい

った中で令和７年度は食費をどうするのかということ、先の見通しを町長とお話させてい

ただきたいのです。 

 

（金町長）議会の中でも私は給食費の半額助成について話をしておりますし、給食費の全額

補助ができないかということも検討しています。財源としては「子ども子育て基金」を設

置し、それを運用しながら色々な子供に関する事業をやって行きたいと考えております。

一度に給食費全額を無料とすることは難しいかもしれませんが、基金やふるさと納税を活

用し、子ども、子育てに関する施策を展開していきたいと考えております。教育次長とし

ても食材の値上がり分を何とかしたい、家庭に負担を掛けないようしたいという考え方か

ら、今回、予算補正を行っています。そういう部分を「子ども子育て基金」を拡充していけ

れば良いと考えています。ゆくゆくは無償化にしたいと思いもあります。 

 

（梅本教育次長）基本的には原材料費は保護者負担ということになっております。それは大
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きな建前の一つとしながらも、国の情勢を見ながら対応していきたいと思います。 

 

（金町長）子供は蘭越町にとって「宝」だと思っています。町外に進学、就職したとしても、

蘭越町は良い町だと思えるような事をしてあげたいのです。ただ、財政面もあるのです。

財源となる収入を色々模索、確保しながら、色々な事業を展開していきたいと考えており

ます。 

 

（及川委員）蘭越町として蘭越高校の存続については、長い期間、取組を続けておりますが、

校長先生が代わると学校の様子が変わるということを感じております。募集停止の危機が

ある時に配属された校長先生は、一生懸命、存続に向け考えてくれます。ここ２，３年、幸

いにも２０人の入学者を確保できましたが、蘭越高校存続に向けた活動を一緒に取り組ん

でいきたいのです。地域との連携については、校長先生、担当の先生が替わると、停滞し

てしまうという事もありますので、教育委員からも意見をしていかなくはならないと思っ

ています。蘭越町には沢山の蘭越高校卒業生がいるはずです。先生が動かないのであれば、

地元蘭越にいる同窓生が声掛けを行い、今後の蘭越高校の存続に向けて意見を言う場を設

けてほしいですし、「蘭越高校を地域とともに考えて行く会」は卒業生のための会であって

ほしいと思うのです。 

 

（小林教育長）及川委員のおっしゃるとおりで、今年は「入学者２０名を確保できた」とい

う油断があったのか、既に３名の生徒が学校を辞めています。高校の対応がどうだったの

かという事で、北海道教育委員会にも意見をしています。その影響があるのかもしれませ

んが、来年度の入学希望者は１０名に達していないという状況です。一番、危機的なのは

町外からの希望者がいないという事です。役場にも蘭越高等学校の卒業生は多数おりまし

て、声掛けはしているのですが、集まって何かを行うという所までに至っておりません。

同窓会事務局においても卒業生の名簿を作成しておらず、そちらからのアプローチもでき

ていないという状況です。それとは別に同窓会的なものを立ち上げて、動かしていきたい

という思いはあります。 

 

（金町長）「蘭越高校を地域とともに考える会」を動かすのも手段の一つではないでしょうか。

そこに入ってもらい校長先生と話を進めてもらうのも良いかもしれません。情熱のある先

生を配属してほしいと、小林教育長と北海道教育委員会に話にいった事があります。先生

が良ければ、それに引っ張られるということもあります。先生によって子ども達が変わる

ということはあると思います。 

 

（小林教育長）蘭越高校の先生は、蘭越高校に配属された意味をしっかり把握してもらわな

ければなりません。 

 

（金町長）今年、蘭越高校では台湾に修学旅行に行き、「大変良かった」と報告会があったと

ころです。子ども達の笑顔、写真を見たら、うれしくなりました。パスポートを取るだけ

でもワクワクした、飛行機に乗るのも初めて、そういう体験をさせてあげられて本当に良
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かったと思っています。 

 

（小林教育長）「行ってきます」の報告会は顔がこわばっていましたが、帰ってきた時の報告

会は笑顔だったのが印象的でした。 

 

（西澤委員）蘭越高校に入学するメリットは何があるかという所もあります。町からの補助

は、各町村、同様の取組を行っています。高校生の模擬議会の中でもお話がありましたが、

ＪＲ函館本線がなくなったら倶知安方面へのスクールバスの運行をどうするのかという事

もあります。中学校卒業者も減ってきている中、どんな手を打てば良いのか分かりません。 

 

（金町長）現状では、倶知安町の子が小樽市、札幌市に進学し、倶知安町の周辺町村の子ど

も達が倶知安町に通っているという状況です。 

 

（小林教育長）蘭越町の子は、選択肢が沢山あり恵まれていると思います。その中でも蘭越

高校に３、４割の子ども達が進学するのですから、無くてはならないものです。普通高校

であるからこそ進学しやすいという事もあります。 

 

（西澤委員）新幹線の延線に伴い、どの様な影響が出てくるか分かりません。 

 

（西元委員）どんな状況になっても高校存続に向けたアピールは必要です。海外修学旅行、

英語教育、公営塾とかのアピールは大切です。 

 

（金町長）公営塾は高校生も利用できるようにしています。寿都町においては学力向上に力

を入れていて、国立大学に進学した子もいると聞いております。公営塾を、折角、設置し

たのですから、蘭越高校の生徒もどんどん活用してほしいですね。このニセコ周辺エリア

は、就職できる場所がたくさんあります。これからも、もっと増えていくことでしょう。

現状として日本人スタッフが足りておりませんが、語学が堪能であれば、それだけで就職

に有利です。ホテルも建設されておりますし、それに関連する施設もどんどんできていき

ます。これからの蘭越町は、そこへの通勤圏、エリアとなります。ニセコ圏においては労

働者の確保競争が激化していますし、そのような事からも、蘭越高校で学問に励んでいれ

ば良い就職先があると思うのです。 

 

（西澤委員）蘭越町は俱知安町、ニセコ町に比べ家賃が低いという有利な部分もあります。 

 

（金町長）そのような時代になって来ていますし、民間のアパートも本町に増えてきている

という状況です。 

 

（金町長）他になければこの会を閉じさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょう

か。最後に教育長の方から挨拶を貰いたいと思います。 
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（小林教育長）今回、２名の委員が任期満了を以て退任されますが、お二方には私自身も大

変勉強させていただきましたし、色々と支えていただきました。この場を借りて感謝を申

し上げます。本当におつかれさまでした。ありがとうございました。 

 

（終了） 

 


